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   A clinical statistic survey was carried out on the operations performed at our Hospital from 1987 
through 1997. The total number of operations was 3,383 and the number of operations excluding 
extracorporeal shock wave lithotripsy (ESWL) was 1,672, consisting of 227 (13.6%) operations of the 
kidney and ureter, 194 (11.6%) operations of the bladder, 481 (28.8%) operations of the prostate and 
urethra, and 705 (42.2%) operations of the penis and scrotal contents. Since new endourological 
technology and ESWL were developed for clinical application, the mode of operation has dramatically 
changed during the last 11 years, trending toward minimally invasive surgery. 

                                            (Acta Urol. Jpn. 45: 293-297, 1999) 
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緒 言

トヨタ記念病院は人ロ約34万 の豊田市に位置 しトヨ

タ自動車の企業病院であると共に地域の基幹病院とし

ての機能を担っている.今 回 トヨタ記念病院泌尿器科

の1987年 から1997年 までの過去ll年 間の手術統計を報

告する.

対象および方法

1987年1月 より1997年12月 までに手術および体外衝

撃波結石破砕術(ESWL)を 行 った症例 を対象 とし

た.統 計処理上,同 一症例が複数回の手術あるいは

ESWLを 受けている場合は延べ件数として算出した.

結果および考察

1.年 度 別手術件 数の推移(Fig.1)

全 手 術 件 数 は3,383件 で あっ た.こ の うちESWL

は1,711件 で,ESWLを 除 いた手術 件 数 は,1,672件

で あ った.ESWLは1989年4月 に導 入 され たが,こ
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Fig.LChronologicalchangesinthenumber

ofoperations.

の年 には229件 に行 われ,1年 間 に換 算す る と最 も多

く,翌 年以後 わず かつ つで あ るが 減少傾 向 を示 し,

1996年 と1997年 は同程 度 とな った.こ れは近 隣の総合

病院 に次第 にESWLが 導 入されたため と思 われ る.

ESWLを 除 いた手術 は,1987年 よ り1990年 まで はll2

件 か ら139件 で推移 し,そ れ以後 は増加 して142件 か ら
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TableL Chronologicalchanges量nthenumberandtheprocedurcofoperationsfbrthekidneyand

ureter
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Table2.Chronologicalchangesinthenumberandtheprocedureofoperationsf()rthebladder

19871988198919901991199219931994199519961997言 十

TUR-Bt

TUC

膀胱全摘除術
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185件で推移 した.こ の中で内視鏡手術の占める割合

は1987年 は15.4%と 少なかったが,1988年 以降は,

27.7%か ら41.4%の 間で推移 している.最 近の内視鏡

手術の増加 を示 している.

fi.臓 器,部 位別手術件数の推移

L腎 および尿管に対する手術(TabIel)

腎摘除術は47例 に施行され,こ のうち腎悪性腫瘍に

対する手術は39例(83.0%)で あった.腎 孟尿管摘除

術は19例で,16例(84.2%)が 悪性腫瘍に対するもの

であった.尿 路結石に対する開腹手術,す なわち腎孟

切石術は4例,尿 管切石術 は32例 であった.し か し

1989年以降は腎孟切石術は行われなくなり,尿 管切石

術 も4例 のみ となった.こ れは1989年 にESWLが 導

入され,小 さい尿路結石に対する開放手術は行う必要

がほぼな くなったためである.一 方,内 視鏡的に行う

結石手術の中で経皮的腎砕石術(PNL)は53例 と,

ESWL導 入後もサ ンゴ状結石などの大 きな結石に対

してESWLと 併用 されているために減少 していな

い.し か し,経 尿道的尿管砕石術(TUL)は9例 で,

ESWL導 入後は行われていない これは当院の破砕

装置はX線 探査機種のため,尿 管のどの部位でも位置

の調整が可能 なためTULを 行 う必要がなかったた

めと考えられる.先 天性腎孟尿管移行部狭窄に対する

手術 は10例で,こ のうち内視鏡的腎孟尿管移行部切開

術は8例,開 放手術は2例 であった.膀 胱尿管逆流防

止術は21例 で,お もにCohen法 を行った.

2.膀 胱に対する手術(Tabie2)

経尿道的膀胱腫瘍切除術(TUR-Bt)は126例,膀 胱

全摘除術は28例 に施行 された.両 者 を加えた膀胱癌 に

対する手術件数は1994年 以降増加傾向を示 している.

膀胱結石に対する手術は,経 尿道的膀胱砕石術Il例,

膀胱切石術5例 であったが,1994年 以降は上部尿路結

石 と同様に開放手術から内視鏡手術への移行が観察さ

れた.

3.前 立腺および尿道に対する手術(Table3)

前立腺被膜下摘除術は60例行われているが,1992年

以降減少 した.こ れは経尿道的前立腺切除術(TUR-

P)に 移行 したためと思われる.TUR-Pは309例 に行

われ,小 児に対する包茎手術を除 くと成人に対する手

術の中では最多であった.年 次別に見ると,1991年 が

48例 と最も多 く,ig95年 以後は減少傾向にある.こ の

理由は経口の α「プロッカーの出現により手術適応の

患者が減少 したためと思われる.川 村 ら1)や宮川 ら2)

も同様な報告をしている.尿 道吊 り上げ術は1988年 か

ら33例 に行われた.全 例Stamey法 を採用 した.尿

道断列修復術 は5例 全例で内視鏡 による手術 を行っ
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Table3. Chronologicalchangesinthenumberandtheprocedureofoperationsf～)rtheprostatcand

urethra

198719881989199019911992正9931994199519961997言 十

前立腺全摘除術

TUR-P

前立腺被膜下摘除術

膀胱尿道吊り上げ術

尿道下裂修復術

尿道断裂修復術

内視鏡的尿道切開術

尿道脱切除術

その他
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0

0
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0
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Table4。 Chronologicalchangesinthenumberandthcprocedureofoperationsfbrthescrotalcontents

andpenis

19871988198919901991正99219931994互99519961997計

去勢術

精巣摘除術

精巣固定術

精巣捻転整復術

陰嚢水瘤切除術

精索静脈瘤根治術

精巣生検

小児包茎手術

その他

3

1
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5

2

0
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3

1

2
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3

2

1

1
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0

2

1
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5
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8
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0
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1
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0
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0

2
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計 45 44 48 56 95 58 75 63 77 77 67705

た.

4.陰 茎および陰嚢内容物に対する手術(Table4)

小児包茎手術 は,当 科で もっとも多 く行われた手術

であり,371例 に施行された.こ れらのほとんどに対

して背面切開術 を施行 した.精 巣固定術 は120例 の停

留精巣に施行 された.こ の両者でESWLを 除いた全

手術の約30%を 占めた.こ の理由は,当 院が トヨタ自

動車の企業病院のため,受 診患者は従業員およびその

家族が多 く患者の年齢層が他病院に比 して低いためと

思われた.精 巣摘除術 は鱈例にに施行された.こ のう

ち精巣腫瘍に対する高位精巣摘除術は17例(38.6%)

で,そ れ以外の27例 は停留精巣.精 巣捻転,精 巣外傷

などの良性疾患であった.そ の他陰嚢水瘤切除術46

例,前 立腺癌に対する去勢術42例,精 巣捻転整復術17

例などであった,

5.そ の他の手術(Table5)

内シャン ト造設術17例 と少ない,こ れは当院では透

析 の管理 は腎臓 内科で行 われてお り内 シャン ト造設術

もお もに内科 にて行 われて いるためであ る.結 石 によ

り発 見 された原発性副 甲状腺機能充進症 に対す る副甲

状腺摘 除術 は7例 であった.

皿.疾 患 別手術件数 の推移

1尿 路結石 に対す る手術(Fig.2)

尿 路 結 石 の治療 の変遷 は著 しい.腎 孟切 石術 は,

1988年 までで姿 を消 し,1989年 にESWLを 導 入 した

後 は,尿 管切石術 も激減 した.ま たTULもESWL

導 入 後 は施行 されて いない.こ れは,当 院のESWL

の機 種 は尿 管結石 まで破砕可能 なため と思 われる.し

か し,PNLは サ ンゴ状 結石 な どの大 きい結石 に対 し

てESWLと 併 用 されて いるため,少 数なが ら も存続

して いる.ESWLは9年 間で1,711件 行 われ た.1989

年4月 に導入 され,導 入後6年 間 は年 間200件 前 後 を

維持 したが,1995年 よ り減少 し,こ こ2年 間は120～

130件 と なっ た.こ れ は近 隣 の 総 合 病 院 に次 第 に

Table5. Chronologicalchangesinthenumberandtheprocedureofothcropcrations

19871988198919901991199219931994199519961997計

内シャント造設術

副甲状腺摘除術
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1
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ESWLが 導 入 された ため と思 われる.

2.悪 性 腫瘍 に対 す る手術(Fig.3)

悪 性 腫瘍 に対 す る全 手術 件数 は増加傾 向であ る.腎

全摘除術 は39例(年 間1～6例),腎 尿 管 全摘除術16

例(年 間O--3例,膀 胱 全摘 除 術28例(年 間1-5

例),高 位 精巣 摘 除術17例(年 間O--3例)で,年 次

的ばらつ きがあ るが若干増加傾向であ った.前 立腺癌

に対す る手術 は,前 立腺全摘除術21例,去 勢術42例 で

あった.こ の うち前立腺全摘除術 は,同 程度で推移 し

ているが,以 前 に比べて前立腺癌の患者 は増加 してい

るこ とを考 えると,去 勢術 は相対的 に減少 してい る.

これ はLH-RHの 出現 に よ り手術 を施行 しない症例

が増加 したため と思 われる.金 丸 ら3)も 同様 な結 果 を

報 告 してい る.TUR-Btは1993年 まで は増加 し,そ

れ以 降は同程度で推移 している.

3.前 立 腺肥大症 に対す る手術(Fig.4)

前 立 腺 被膜 下摘 除術 とTUR-P合 計 の件数 は1987

年 か ら1989年 まで は19例 か ら21例 で推移 し,そ れ以降

は増加 して30例 か ら42例 で 推移 している.こ れは1990

年 以 降はTUR-Pを 積 極 的 に導 入 した ため と思 わ れ

る.前 立 腺被 膜下 摘 除術 とTUR-Pの 比 は1990年 ま

で は2:3で あ っ た の が そ れ 以 後 は1:9と な り

TUR-Pが 増 加 した.し か し,最 近 の2年 は経 口 の

α1一プロ ッカーの 出現 に よ りTUR-Pも や や減少傾 向

を示 している.

結 語

トヨタ記念病院泌尿器科におけるll年 間の手術統計

を報告した.

1.手 術 総数は11年 間で3,383件,ESWLを 除 くと

手術件 数は1,672件 で あ った.

2.ESWLを 除 く手術 を部位 別 にみ る と腎,尿 管

に対 する手術 は227件,膀 胱 に対す る手術 は194件,前

立腺,尿 道 に対す る手術 は481件,陰 嚢内容,陰 茎 に

対 す る手術 は705件 で あ った

3.疾 患 別にみる と悪性腫瘍 に対す る手術 は年 々増

加の傾 向 を示 した.尿 路結石 に対す る手術 はESWL

導 入 後 はほ とん どESWLに 移 行 した.前 立腺 肥大症

に対 す る手術 は経尿 道的前 立腺 切除術(TUR-P)の

割 合が増加 したが α1一プロ ッカーの出現 によ り減少傾

向であ った.

4.内 視 鏡手術 とESWLの 発 達 と各種薬物 療法の

開発 によ りこのll年 において当科 において も,泌 尿器

科領域の手術 内容 に大 きな変化が認め られた.
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